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第
六
十
二
条
中
「
第
二
十
七
条
（
第
四
十
条
」
を
「
第
三
十
五
条
（
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
四

条
と
し
、
第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
四
章
中
第
六
十
一
条
を
第
七
十
三
条
と
し
、
第
六
十
条
を
第
七
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
の
下
に
「
若
し
く
は
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者

等
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
と
の
協
力
）

第
七
十
一
条

機
構
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
の
円
滑
か
つ
着
実
な
廃
止
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
五
十
八
条
中
「
の
全
部
」
を
「
又
は
廃
炉
推
進
業
務
の
全
部
」
に
改
め
、
第
三
章
第
八
節
中
同
条
を
第
六
十
九

条
と
し
、
第
五
十
七
条
を
第
六
十
八
条
と
し
、
第
五
十
六
条
を
第
六
十
七
条
と
し
、
同
章
第
七
節
中
第
五
十
五
条
を

第
六
十
六
条
と
し
、
第
五
十
四
条
を
第
六
十
五
条
と
し
、
同
章
第
六
節
中
第
五
十
三
条
を
第
六
十
四
条
と
し
、
第
五

十
二
条
を
第
六
十
三
条
と
し
、
第
五
十
一
条
を
第
六
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
条
中
「
か
ら
」
を
「
又
は
廃
炉
推
進
業
務
か
ら
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
一
条
と
し
、
第
四
十
九
条
を

第
五
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
区
分
経
理
）

第
六
十
条

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
経
理
を
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務

二

第
四
十
九
条
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務

第
四
十
八
条
を
第
五
十
八
条
と
し
、
第
四
十
七
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
の
下
に
「
又
は
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
」を
加
え
、

第
三
章
第
五
節
中
同
条
を
第
五
十
六
条
と
し
、
第
四
十
五
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
）

第
五
十
五
条

機
構
は
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
当
該
期
間

を
一
期
と
し
て
、
円
滑
か
つ
着
実
な
廃
炉
の
実
施
を
図
る
た
め
の
方
針
そ
の
他
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項

を
記
載
し
た
廃
炉
推
進
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
」
と

い
う
。）を
定
め
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
の
変
更
（
経

済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
除
く
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
の
申
請
に
係
る
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合

し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
同
項
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

当
該
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
に
係
る
廃
炉
推
進
業
務
が
適
切
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
の
内
容
が
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
そ
の
他
関
係
法
令
に
違

反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

３

経
済
産
業
大
臣
は
、
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
が
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と

き
は
、
機
構
に
対
し
て
そ
の
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

機
構
は
、
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産

業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

機
構
は
、
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
、
又
は
前
項
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
廃
炉
推
進

業
務
中
期
計
画
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
を
第
五
十
三
条
と
す
る
。

第
四
十
三
条
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
四
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
）

第
五
十
二
条

機
構
は
、
毎
事
業
年
度
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
廃
炉
拠
出
金
の
収
納
及
び
廃

炉
の
実
施
に
必
要
な
費
用
に
相
当
す
る
額
の
支
払
の
状
況
、
助
言
、
指
導
及
び
勧
告
の
内
容
そ
の
他
の
廃
炉
推
進

業
務
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
十
二
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
拠
出
金
」
を
「
再
処
理
等
拠
出
金
」

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に

次
の
五
号
を
加
え
る
。

三

円
滑
か
つ
着
実
な
廃
炉
の
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
に
対
す
る
助
言
、
指

導
及
び
勧
告
を
行
う
こ
と
。

四

廃
炉
に
関
す
る
技
術
の
調
査
、
研
究
及
び
開
発
を
行
う
こ
と
。

五

廃
炉
に
必
要
な
設
備
の
調
達
及
び
維
持
管
理
を
行
い
、
並
び
に
こ
れ
を
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
等
の
共

用
に
供
す
る
こ
と
。

六

廃
炉
拠
出
金
を
収
納
す
る
こ
と
。

七

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
廃
炉
の
実
施
に
必
要
な
費
用
に
相
当
す
る
額
の
支
払
を
行
う
こ
と
。

第
四
十
一
条
を
第
四
十
九
条
と
す
る
。

第
四
十
条
中
「
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
」
を
「
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
第
三
章
第
四

節
中
同
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
第
三
十
九
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
三
十
八
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
又
は
」
を
「
、
副
理
事
長
又
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
五
条
と
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
理
事
長
」
の
下
に
「
、
副
理
事
長
」
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十
四
条
と
し
、
第
三
十
五
条
を
第

四
十
三
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
各
号
」
を
「
第
三
十
三
条
各
号
」
に
、「
第
三
十
一
条
」
を「
第
三
十
九
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
二
条
と
し
、
第
三
十
三
条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
三
十
二
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
理
事
は
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
代
表
し
、
理
事
長
」、「
掌
理

し
、
理
事
長
」
及
び
「
代
理
し
、
理
事
長
」
の
下
に
「
及
び
副
理
事
長
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

副
理
事
長
は
、
理
事
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
代
表
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
て
機
構
の
業
務
を
掌

理
し
、
理
事
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
理
事
長
が
欠
員
の
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

第
三
十
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
理
事
四
人
」
を
「
副
理
事
長
一
人
、
理
事
六
人
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、
第
三

章
第
三
節
中
第
二
十
八
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
第
二
十
七
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
第
四
項
」
に
、「
及
び
」
を「
、
副
理
事
長
及
び
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
」
を
「
、
副
理
事
長
及
び
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
第
二
十
五
条

を
第
三
十
三
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
再
処
理
等
」
の
下
に
「
、
廃
炉
」
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
八
人
」
を
「
十
人
」
に
、「
及
び
」
を
「
、
副
理
事
長
及
び
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

四
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と

し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
（
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
炉
推
進
業
務
中
期
計
画
を
い
う
。）の
作
成

又
は
変
更

五

廃
炉
実
施
計
画
の
確
認


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